
                                                             

 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・ 

改善方策等 
成果と課題 改善方策等 

１ 

教 

育 

課 

程 

学 

習 

指 

導 

①カリキュラム

マネジメントの

視点から魅力あ

る教育課程を編

成し、運用・改

善する。 

 

②授業改善に組

織 的 に 取 り 組

み、基礎学力の

定着を図り、思

考・判断・表現

する力を伸長す

ることで、主体

的に活動できる

人材、いつでも

社会に出られる

人 材 を 育 成 す

る。 

①編成した教

育課程を運用

し、目標を明

確にし、改善

に努める。 

 

 

②振り返りを

もとに授業改

善に組織的に

取り組み、生

徒の基礎学力

の定着、学力

の充実を目指

す。 

①編成した教育

課程を運用し、

目標を明確に

し、研修等を実

施して改善に努

める。 

 

②振り返りを行

い、テーマを設

定し、授業改善

に組織的に取り

組む。 

①教育課程を運用

し、目標を踏ま

え、改善すべき項

目を見出すことが

できたか。 

 

②振り返りを踏ま

え、テーマを設定

し、授業改善に組

織的に取り組むこ

とができたか。 

①カリキュラム

マネジメントの

視点から教育課

程編成指針に沿

って編成した教

育課程について

進路別の選択方

法などについて

分析・検討を行

った。   

②テーマ「学び

続ける人」の資

質向上のための

主体的な学びの

実践を設定し、

各教科での検討

を行った。 

 

①多様な進路選

択に対応できる

よう、継続して

検討を進める。

また運用を始め

て出た履修の組

み合わせや授業

展開など具体的

な問題について

検討を進めてい

く。  

 

②テーマについ

てのそれぞれの

イメージを共有

し、整理した。

また、授業改善

月間での振り返

りをもとに ICT

活用のさらなる

実践や組織的な

授業改善に取り

組むための時間

の 確 保 に 努 め

る。 

①カリキュラムにつ

いて継続して検討を

行い、生徒が主体的

に学べる環境をさら

に 整 えて もら い た

い。 

②授業評価アンケー

トから意欲的に授業

に取り組んでいる生

徒の割合は高いが、

具体的なコメントが

ど う なの か気 に な

る。理想は生徒自身

が授業を作り上げる

ことである。主体的

な学びの実践が功を

奏し生涯にわたり続

けていけるようにな

るとよい。探究的な

学びのプログラムを

導入したので、各教

科の学びの中にも応

用できるようにする

必要がある。 

①概ね、多様な進

路選択に対応でき

るカリキュラムの

運用ができた。 

 

②多くの教員が

ICT を活用し、授

業改善に取り組ん

でおり、学校全体

としてさらに活用

を進めていく必要

がある。タブレッ

トを使いづらい教

科もあり、教科を

横断した取組の共

有が必要である。

指導と評価の一体

化については、目

標に対して生徒が

どのように努力し

ているかという教

師側の視点が不十

分な場面が見られ

る。 

①履修の組み合わ

せや展開など生徒

一人一人に寄り添

えるよう分析・検

討を継続して行

う。 

②ICT 活用のため

の研修の時間をさ

らに設け、クラス

の仲間と協働的な

学びが実現できる

ようにする。ベテ

ラン教諭の深みの

ある授業内容（コ

ンテンツ）と ICT

を活用した授業を

融合させながら授

業改善を進める。

教師側が授業内容

の見直しを逐一行

い、指導と評価の

一体化の視点から

生徒主体の授業づ

くりを進める必要

がある。 

２ 

生 

徒 

指 

導 

・ 

支 

援 

①基本的な生活

習慣の確立を図

るとともに、社

会の一員として

行動するための

規範意識を高め

る。 

 

 

 

②自己理解・他

者理解を深め、

自他を尊重でき

る人間関係を築

き、いつでも社

会に出られる

（社会に通用す

る）コミュニケ

ーション能力を

育む。 

①生徒はルー

ルを遵守し、

挨拶ができ、

望ましい生活

習慣を身につ

けている。 

 

 

 

 

 

②生徒主体の

行事運営を行

う中で、自他

を尊重できる

人間関係を築

くとともに、

コミュニケー

ション能力の

育成を図る。 

②挨拶運動、い

じめアンケート

の活用。継続的

な服装・遅刻指

導に取り組む。 

 

 

 

 

 

②コロナ渦で活

動が制限される

中でも生徒が主

体となり、多角

的視点で行事の

企画・運営がで

きるように適切

な助言や支援を

行う。 

①６割以上の生徒

がしっかり挨拶す

ることができた

か。また、遅刻が

昨年度を下回った

か。 

 

 

 

 

②生徒の活動にお

いて５割以上の生

徒が積 極的に取

り組み、満足感や

達成感を味わうこ

とができたか。ま

た様々な生徒会活

動を外部に向けて

発信できたか。 

①自発的な挨拶

をする生徒は 7

割に届かなかっ

たが挨拶の文化

は部活動の生徒

を中心に根付き

学校内に広まり

つつあった。遅

刻については特

定の生徒が回数

を重ねる傾向を

改善することが

できなかった。 

 

②学校行事を行

う に あ た り 、

様々な場面で制

限がある中でも

生徒が主体とな

りアイデアを出

し合いながら新

たなことにチャ

レンジすること

できた。また２

学期の球技大会

においては感染

対策を万全にし

て３学年合同で

開催することが

できた。 

①挨拶について

は引き続き自発

的に挨拶を行え

る環境、雰囲気

を作る。遅刻指

導については、

個別かつ効果的

な指導の方法を

考え、担任、生

活指導担当教諭

だけでなく、職

員全体で指導を

行える環境、雰

囲気を作ってい

く。 

②コロナ禍で生

徒主体の学校行

事を実施すると

いうことの難し

さを感じた。ま

た来年度につい

てはコロナに対

する扱いが変わ

るためコロナ前

の状況に戻しつ

つ生徒主体で学

校行事を行える

よう支援をして

いく。 

 

①いじめアンケート

や個別の面談を随時

実施しながら生徒か

らの相談の有無につ

いてこまめに現状把

握ができており安心

である。部活動の加

入率が５割を切って

いるので加入率が上

がれば挨拶ができる

生徒の割合が増える

かもしれない。 

 

②ケアプラザでのボ

ランティアの場面で

は生徒主体で企画・

運営ができており、

職員はそれを見守っ

ているだけでよく、

とてもよい関係がで

きている。生徒の活

動をコロナ前の状態

にいかに戻していく

かが課題である。 

①部活動に加入し

ていない生徒に自

発的に挨拶できる

環境や雰囲気を作

っていく必要があ

る。遅刻指導につ

いてはより家庭と

協力して根気強く

支援する必要があ

る。 

 

 

 

②学校行事など

様々な場面におい

て、生徒主体で実

施可能なアイデア

を考えながら活動

が行われているこ

とはとても評価で

きる。今後はコロ

ナに対する取扱い

が変わる中でどの

ようなかたちでコ

ロナ前の状況に戻

していくか考えて

いかなければなら

ない。 

①「あいさつ運動

週間」を作り、風

紀委員の生徒、職

員、PTA の保護者

が連携して校門付

近や生徒昇降口で

挨拶活動を行うな

ど新たな取組も視

野に入れる。 

 

 

 

②県からの通知や

学校生活を送る生

徒の様子を考慮し

ながら、学校行事

等の生徒の活動を

段階を踏んでコロ

ナ前の状態に戻し

ていく。その中で

も生徒主体の学校

行事が行えるよう

職員全体で支援し

ていく。 

３ 

進 

路 

指 

導 

・ 

支 

援 

①学習意欲に結

び付けるキャリ

ア教育を展開

し、保護者・家

族と共にライフ

プランの実現が

できるようなキ

ャリアデザイン

能力を身につけ

させる。 

①卒業後 10 年

の将来像を描

き、その実現

のために意欲

的に学習に取

り組み、進路

決定に挑戦さ

せる。 

①デジタルトラ

ンスフォーメー

ションを促進

し、効率よく学

習活動ができる

ようにする。 

①安易な進路選

択をせず、目標

実現を考え行動

することができ

る。 

①家庭学習の時間

が増えたか。 

 

①学習の質が高め

られたか。 

 

①目標実現のため

の挑戦ができた

か。 

 

①家庭学習の時

間は伸びず、む

しろ減少してい

る傾向にある。 

①スタディサプ

リなどの ICT ツ

ールにより学習

の仕方に変化が

起きている。 

①進路決定に際

し、成績を目安

に指定校推薦の

中で選ぶという

傾向が続いてい

る。 

①主体的な学習

活動へとつなげ

るものとして、

進路意識の向上

がもっと必要で

あり、対応を要

す。 

①ICT による学

習ツールを利用

する生徒とそう

でない生徒の二

極化が生まれて

おり、利用に対

する積極的な指

導を行う。 

①先輩や同級生

など身近なとこ

ろからの情報が

中心であり、よ

り広い視野で進

路を考えさせる

ことが必要と思

われ、今年度は

２年キャンパス

ツ ア ー を 再 開

し、進路選択へ

意識を向けさせ

る。 

 

 

 

 

①家庭学習の習慣作

りは難しいと思われ

るが、必要性を理解

させ意識を高めてほ

しい。特に ICT学習ツ

ールを活用できる環

境を作ってほしい。 

①一般受験でチャレ

ンジしていく意欲を

高め、良い結果へと

結び付けてほしい。 

①進路意識を高める

ことは大切であり、

今後も広い視野を持

たせるように指導を

続けてもらいたい。 

 

①一般受検に計画

的に取り組む生徒

もおり一定の成果

は得られている

が、まだ十分とは

言えない。進路と

学習との結びつき

について、さらに

理解を深めさせる

必要がある。指定

校推薦での進路実

現を安易に選択す

るのではなく、今

後も総合型選抜や

一般受検にチャレ

ンジする生徒を育

てなければならな

い。 

①進学について、

生徒の意識は身近

な地元に向いてお

り、もっと広い視

野で選択できるよ

うに指導すること

が必要である。 

①学習意識を高め

るために、単に必

要性を意識させる

だけでなく、学ぶ

ことの楽しさを伝

え、主体的な進路

選択につなげられ

るような仕組みを

構築する。 

５ 令和４年度 学校評価報告書（実施結果） 



 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・ 

改善方策等 
成果と課題 改善方策等 

４ 

地 

域 

等 

と 

の 

協 

働 

①学校と地域の

連携協働の「現

状と課題」を把

握し、改善を意

識した学校運営

協議会を運営す

る。 

 

②学校と地域の

連携協働の促進

により、地域連

携部会において

生徒と地域の両

方の将来を考え

ていく開かれた

学校づくりを進

め、地域の力を

学校運営に反映

させる。 

①学校運営協

議会の充実を

図り、学校運営

協議会をとおし

て地域と協働連

携を図り、地域

の力を学校運

営に生かす。 

  

②地域連携部

会等の連携をと

おして、学校と

地域がともに生

徒を育てる取組

みを推進する。 

 

 

 

 

 

 

①学校運営協議

会の意見や提言

を生かす取組み

ができるように

各部署との連携

を強化する。 

  

②ＩＣＴ機器を

活用し、工夫し

ながら地域との

連携を図り、学校

と地域がともに生

徒を育てる取組

みを推進・検討す

る。 

①学校運営協議会

での協議が学校運

営に反映させる調

整を図ることがで

きたか。 

 

 

②地域との連携協

働により、生徒の

主体的な取組みを

広報的な視点で学

校内外へ情報発信

をできたか。 

①学校運営協議

会の意見や提言

を生かす取組み

ができるように

各部署との連携

の強化を目指し

た。「あさひア

ワード」によ

り、活躍等した

生徒の表彰を行

った。  

  

②地域連携部会

にて生徒会生徒

が参加し、地域と

の連携協働の意

識を高めた。旭

だよりを発行し

地域へ定期的に

情 報 を 発 信 し

た。ボランティ

ア生徒が地域と

の 交 流 を 行 っ

た。 

①議事録の作成

をより迅速に作

成する必要があ

る。また、各部

部署との連携を

より強化する。

様々な取り組み

の情報の発信を

さらに充実させ

ていく。 

  

②生徒の主体的

な取組みを広報

的な視点で学校

内外へ迅速で適

切な情報発信を

さらに充実させ

ていく。ICT 機

器を活用し更な

る取り組みを推

進させていく。 

①「あさひアワー

ド」により、活躍等

した生徒の表彰を行

ったことは評価でき

る。今後も生徒にス

ポットライトを当て

ていける活動を充実

させてほしい。  

  

 

②ケアプラザでの吹

奏楽部との交流や特

別支援学校とのクリ

スマスツリーの飾付

などボランティア生

徒が地域との連携協

働の意識を高めて活

動したことは評価で

きるし、大人より高

校生の方が、適応力

があると感じた。学

校の職員は黒子に徹

し、生徒と地域が主

役となる交流を今後

も期待する。 

 

②国際交流のための

事前研修は大学と連

携することもできる

の で 相談 して ほ し

い。 

①「あさひアワー

ド」による活躍し

た生徒の表彰はチ

ャレンジできる生

徒の模範となり、

他の生徒の意欲喚

起につながった。 

  

②今年度はコロナ

による行動制限が

緩和され、ボラン

ティア生徒の地域

交流を行うことが

できた。 

 

②AGE28 の取組と

して有志生徒によ

る 2 年目となるイ

ングリッシュキャ

ンプやカナダの高

校生とのオンライ

ン交流が実現し

た。一方で地域の

教育力を学校教育

活動に活用する人

材バンクの構築に

は至らなかった。 

①学校運営協議会

の意見や提言を生

かす取組みができ

るよう各部署と連

携し、学校運営に

活かす具体的方策

について集約し、

実現に向けて取り

組んでいく。 

 ②今後はICTの活

用も視野に入れ

て、より充実した

地域交流を目指し

て取り組んでい

く。 

 

②外国語をツール

とした国際交流の

活動を一層広げて

いくとともに、部

活動の地域連携や

地域移行を念頭

に、受益者負担に

よる部活動指導員

等の人材バンクの

仕組みを早期に構

築し実現する。 

５ 

学 

校 

管 

理 

学 

校 

運 

営 

①ＩＣＴを利活

用したさまざま

な活動を支援す

るための教育環

境を整備する。 

 

 

 

②生徒の防災意

識・感染対策意

識の向上に努め

る。また、SDGs

を推進するため

の意識を醸成す

る。 

 

③情報を迅速に

発信し、開かれ

た学校をつく

る。 

 

 

 

 

 

 

 

①教育環境の

さらなる充

実をし、TV

モニターの

整備及び通

信環境が不

十分な場所

の整備をす

る。  

 

②防災意識の

向上を図り

高めること

と実際の訓

練により適

切な対応が

できるよう

にする。    

 

③本校の魅力

を適切かつ迅

速に発信する

ことができ

る。 

 

①特別教室等の

モニター設置を

周年事業に盛り

込む。Ｂ棟の通

信設備の設置を

する。 

 

 

②放課後の部活

動時の防災訓練

の実施及び通常

授業時の防災訓

練の実施をす

る。 

 

 

③生徒がホーム

ページ作りに参

加し、生徒主体

の活動をホーム

ページに掲載し

てホームページ

を充実させる。 

  

③生徒主体の学

校説明会を実施

することで、学

校の様子を中学

生や保護者に伝

えられるような

学校説明会等の

運営を進める。 

 

①モニターが設置

できたか。通信設

備整備ができた

か。 

 

 

 

 

②迅速な訓練が実

施できたか。アン

ケー等の振り返り

での評価。 

 

 

 

③生徒主体の活動

をホームページに

適切かつ迅速に掲

載して、ホームペ

ージを充実させる

ことができたか。 

  

③学校説明会のア

ンケートで 90％以

上の肯定的回答が

得られたか。 

①教育環境の充

実についてモニ

ターの設置が完

了した。    

 

 

 

 

 

②放課後の部活

動時の防災訓練

を実施した。全

体 の 防 災 訓 練

は 、 雨 天 の た

め、各 HR単位で

の防災教育を実

施した。生徒 1

人 1 人の防災意

識を高めること

ができた。 

 

③ホームページ

を見直し、充実

を 図 っ た 。 ま

た、部活動の活

動内容を生徒が

主体的に取り組

み、毎月更新し

た。 

  

③生徒主体の学

校説明会等を実

施した。年間を

通して延べ 2500

名を超える人数

の中学生、保護

者が参加した。 

①モニターの故

障や破損につい

て、次年度予算

に項目立てを行

い 、 対 応 し た

い。           

 

 

 

 

②次年度におい

て、さらなる防

災意識を高めて

いくために、抜

き打ちのシェイ

クアウト訓練等

を織り交ぜなが

ら様々な状況に

対応できるよう

実施する。 

 

③本校の魅力を

発信できるよう

に、定期的に見

直し、さらなる

充実を目指す。 

  

  

 ③第一回、第

二回の学校説明

会のアンケート

で 90％以上の肯

定的回答が得ら

れた。 

①ICT 利活用に必要な

教育設備が概ね整備

されてよかった。 

 

 

 

 

 

②南海トラフ地震が

想定されており、大

災害に備える取組は

重要な課題である。 

 

 

 

 

 

③ホームページを見

直し、充実を図った

こと、部活動の活動

内容を生徒が主体的

に取り組で毎月更新

したことは評価でき

る。ホームページ以

外の情報発信ツール

の使用も検討してほ

しい。 

  

③学校説明会等のア

ンケートで肯定的な

回答を得たことは評

価できる。今後も生

徒主体の広報活動を

継続してほしい。 

①ICT 利活用の教

育環境は整備が整

ったので、今後

は、故障時の対応

について検討す

る。 

 

 

 

 

②雨天時も含めた

ロングホームルー

ム計画に位置付

け、各学期に実施

できるようにす

る。 

 

 

 

 

③ホームページを

見直し、充実を図

った。また、部活

動の活動内容の原

稿を生徒に記載さ

せ毎月更新し、主

体的な活動を促し

た。 

  

 

③生徒主体の学校

説明会等を実施し

た。年間を通して

多くの中学生、保

護者が参加し、ア

ンケートでは肯定

的な回答が多数得

られた。 

①今後、経年劣化

等が考えられるの

で、入れ替えも含

めた予算立てを検

討する。 

 

 

 

 

②コロナ対策や雨

天等でグラウンド

への避難訓練が行

えていないので実

施時期の設定を考

える。 

 

 

 

 

③本校の魅力を適

切かつ迅速に発信

できるようにさら

にホームページの

充実に取り組む。

またホームページ

以外の情報発信ツ

ールの使用も検討

する。 

 

③次年度も生徒主

体の学校説明会等

を実施し、多くの

中学生、保護者に

本校の魅力を伝え

られるような取り

組みを継続して行

う。 

 

５ 令和４年度 学校評価報告書（実施結果） 


